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は じ め に












鮮の土着神が祀られたのだが, その政策決定過程や奉斎された理由, 目的, 論理等を解明す
ることが研究史において重要な課題となっている2)。
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2) たとえば, 拙稿「朝鮮総督府の神社政策 1930年代を中心に」(『朝鮮学報』第160輯, 1996年７














































































































































































































17) 同前誌, 第３号の「雑報」欄（1933年６月30日, 17頁)。
18) 同前誌, 第７号の「雑報」欄（1934年３月７日, 24頁)。
19) 同前誌, 第８号の「雑報」欄（1934年４月30日, 15頁)。
20) 同前誌, 第11号の「雑報」欄（1934年７月20日, 15頁)。
21) 同前誌, 第15号の「雑報」欄（1934年11月20日, 15頁)。
22) 同前誌, 第17号の「雑報」欄（1935年１月20日, 15頁)。
23) 同前誌, 第18号の「雑報」欄（1935年２月20日, 15頁)。
らは安城町の自宅において「眼と耳との御治療中」で,「今夏中は御静養の予定」となる25)｡






























24) 同前誌, 第22号の「時報」欄（1935年６月20日, 18頁)。
25) 同前誌, 第24号の「山崎先生の近況」(1935年８月20日, 11頁)。
26) 同前誌, 第27号の「時報」欄（1935年11月20日, 15頁)。
27) 同前誌, 第33号の「時報」欄（1936年５月20日, 11頁)。
28) 同前誌, 第34号の「時報」欄（1936年６月20日, 15頁)。


























































部門委員制度では, 委員長の下に強化委員, 記帳委員, 色衣奨励委員, 衛生委員, 稲作委
員, 林業委員など,「自治」や農事に関わる20の委員が設けられている（実際には20すべて
が設けられるわけではない)。これらの委員の分担事項も決められていて, たとえば強化委


















































































38) 前掲『自力更生彙報』第３号（1933年６月30日, ３頁）に挿入。10番目まであり, たとえば「二,
勤倹貯蓄は我国是」｢四, 家業に精出し投機は禁物」｢六, 愉快に働け朝から晩まで」のように, 農本
主義を反映した標語となっている。






７月20日, ８月20日, ９月20日, 10月20日）に連載されている。第１章「家系」は第22号に掲載。従
来の「家」観を述べた内容であるが, 本稿では「敬神崇祖」に注目して分析する。なお, 山崎の「家」
観については前掲の安達『山崎延吉』第７章に整理されている。






















































を鼓舞激励し, 十月三日には秋成感謝祭を行ひ, 一年中の豊作物, 農産加工品, 婦人の
































































































































































































































































































New Light on the Government-General’s
Shrine Policy in Colonial Korea:
“Piety and Ancestor Worship” (敬神崇祖)
in the Context of the Rural Promotion Movement
Masaaki AONO
When the Japanese Government-General of Korea began carrying out its Rural Promotion
Movement in the first half of the 1930s, one of the Movement’s key elements was the agricul-
ture-first ideology of “Nohonshugi”. In this paper I focus on one of the more spiritualistic aspects
of that ideology, “Piety and Ancestor Worship” (敬神崇祖). From it, the official leadership of
Korea’s agricultural villages became aware of the need for a tool to strengthen village cohesive-
ness. I suggest that the officially-sponsored system of village rites, a means of strengthening so-
cial control in the villages, grew out of this awareness.
Throwing light on such hitherto neglected facts as these will help clarify the Japanese colonial
government’s shrine policy during these years, and is therefore a significant focus of research.
